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令和６年５月９日

〔３月定例会　会期３月８日～14日〕

・令和６年度当初予算・議案審議等....２～７
・議案等審議結果一覧・お知らせ......................８
・一般質問　７人が登壇.............................９～１５

（令和６年４月２日撮影）

今年３月開通　国道２５２号水沼工区
（中川～水沼間２, ３１０ｍ）

（事業期間：平成２６年～令和６年）
広域的物流・救急医療や観光など地域振興が図られる
災害に強い道路が完成しました
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３
月
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
14
日
に
か
け
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
当

初
予
算
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
16
議
案
と
議
員
提
出
議

案
６
件
が
提
案
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
に
よ
り
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
概
要

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予

算
は
34
億
１
，
８
９
９
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１

億
３
，
１
２
４
万
円（
３
・

７
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は

15
億
５
７
６
万
円（
前
年
度

比
３
・
９
％
増
）と
な
り
、

総
予
算
額
は
前
年
度
並
み
の

49
億
２
，
４
７
５
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
微
減

地
方
交
付
税
微
増

基
金
取
り
崩
し
大
幅
増

　

前
年
度
と
比
べ
、
町
税
は

全
体
で
５
億
８
，
２
３
９
万

円（
２
・
８
％
減
）町
民
税
の

個
人
所
得
割
や
固
定
資
産
税

の
大
規
模
償
却
資
産
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

普
通
地
方
交
付
税
は
、国
・

県
の
資
料
等
参
考
を
用
い
て

前
年
度
比
１
・
３
％
増
の
15

億
２
，
２
８
０
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。

　

町
債（
町
の
借
金
）は
、
投

資
的
事
業
等
分
と
し
て
２
億

８
，
５
７
０
万
円（
32
・
３

％
減
）、
財
源
補
て
ん
的
な

基
金
の
取
崩
し
は
４
億
６
，

７
０
４
万
円（
19
・
５
％
増
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

34億1,8 99万円を可決
前年比1億3,124万円（3.7％減） ３月３月

定例会定例会

「起立多数」で可決した令和６年度一般会計予算

その他
2億2,034万円
6.4％

地方交付税
15億2,280万円
44.5％

町税
5億8,239万円
17.0％

町債
2億8,570万円
8.4％

繰入金
4億6,704万円
13.7％

県支出金
1億9,402万円
5.7％

国庫支出金
1億4,670万円
4.3％

歳入
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総務費
7億2,897万円
21.3％衛生費

1億9,574万円
5.7％

土木費
3億9,010万円
11.4％

民生費
4億1,535万円
12.2％

教育費
4億4,811万円
13.1％

商工費
2億7,852万円
8.1％

公債費
3億2,745万円
9.6％

農林水産業費
1億9,565万円
5.7％

農林水産業費
1億9,565万円
5.7％

消防費
1億6,920万円
4.9％

議会費
4,434万円
1.3％

その他
2億2,556万円
6.7％

歳出

総務費
416千円
21.3%衛生費

111千円
5.7%

土木費
222千円
11.4%

民生費
237千円
12.2%

教育費
255千円
13.1%

商工費
159千円
8.1%

公債費
187千円
9.6%

農林水産業費
111千円
5.7%

農林水産業費
111千円
5.7%

消防費
95千円
4.9%

議会費  25千円 1.3%
その他  128千円 6.7%

1人当たり
に置き換えた
歳出予算

令和6年4月1日現在
（外国人含む）1,757人

34億1,8 99万円を可決
町民1人当たり町民1人当たり

1,9461,946千円の予算千円の予算
（一般会計）（一般会計）

令和６年度一般会計

■ 

財
源
補
て
ん
的
な
基
金
の
残
額

※
令
和
５
年
度
末（
当
初
予
算
作
成
時 

見
込
み
）

①	

財
政
調
整
基
金�

11
億
５
，７
２
５
万
円

②	

公
共
施
設
整
備
基
金�

６
億
７
，９
２
５
万
円

主要ソフト事業（次ページ主な事業掲載）
� （単位：千円）

事　　　業　　　名 事業費
乗合タクシー運行事業 3 8 , 1 6 9  
高齢者交通安全対策事業（免許証返納） 6 0 0  
集会所エアコン設置補助事業 3 , 0 0 0  
敬老事業 4 , 3 2 7  
緊急通報システム事業 2 , 4 9 5  
中山間地域等直接支払事業 1 0 , 9 9 9  
多面的機能支払事業 6 , 9 3 9  

令和６年度特別会計予算（当初）� （単位：万円）
特　別　会　計　名 令和６年度当初予算 前年度比増減額

国民健康保険事業（医療費等） 2億8 , 7 8 3万円 8 2 6
国民健康保険施設（診療所運営） 1億7 , 5 3 9万円 △1 2 9
介護保険 6億 2 0 5万円 1 , 3 7 1
後期高齢者医療 5 , 3 5 2万円 3 2 3

金山町公式キャラクター
「かぼまる」

令和６年度公営企業会計予算（当初）� （単位：万円）
簡易水道事業 2億3 , 0 3 8万円 1 , 0 0 3
下水道事業 1億5 , 5 3 3万円 2 , 0 7 1

（田沢地区農業集落排水事業）
３下水道事業を１会計にしました（町内：合併処理浄化槽）

（川口地区公共下水道事業）
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令和６年度予算町長の提案理由

「自然の恵みと 笑顔あふれる かねやま」を目指して
～思いやり　支えあいのまち～

主 な 事 業

町長提案理由の説明
（手前：押部町長　左奥：五ノ井議長）

（単位：千円）

第五次総合計画に基づき、令和６年度当初予算案を策定し
たところであり、５つの基本目標に沿って主要な施策等につ
いて申し上げます。
①「地域力を活かした仕事づくり」では、農業については担
い手確保が一番の課題であり、農業を担う者育成支援事業を
立ち上げます。町内のかすみ草栽培農家への支援を継続して
参ります。町民の生活支援と消費の拡大、町内経済活性化の
ため、妖精の里商品券２５％プレミアム付で発行いたします。
②「穏やかでいきいきとした暮らしづくり」では高齢者の除
排雪支援の充実、人間ドック事業、各種健診事業、高齢者居
宅生活支援事業、難聴者補聴器購入支援事業等により健康長寿のまちづくりに取り組みます。子育て支
援として乳幼児紙おむつ等支援を継続して参ります。
③「自然と共生し郷土を愛するひとづくり」では、令和７年４月の小学校統合に向け準備を進めます。
地域一体型ふるさと教育事業についても継続して参ります。自然教育村会館活用・活性化事業について
は効果的な活用・運営の在り方を住民の皆様と一緒に検討していく予定です。
④「安心・安全・快適なまちづくり」では、町内のＷｉ-Ｆｉ環境を整備し、情報伝達手段の多種多様化
と情報の共有、通信環境の改善による生活利便性の向上を目指します。町道整備等も進めて参ります。 
⑤「参画と共同で共につくるまちづくり」では、集落維持、高齢者の猛暑対策のため、各地区集会所を
対象にエアコン設置に対する補助を行います。

【産業振興と雇用拡大プロジェクト】
⃝新規就農者育成総合対策事業� 1,548
⃝農業機械購入補助事業� 9,873
⃝水産資源安定供給事業【新規】� 1,200
⃝おもてなし事業【新規】� 6,000
⃝特定地域づくり事業協同組合支援事業� 19,000
⃝地域おこし協力隊事業� 31,820
⃝農業を担う者育成支援事業� 300

【移住・定住・交流プロジェクト】
⃝ふるさと情報発信事業� 7,989
⃝移住支援センター事業� 2,808
⃝定住支援事業� 3,260
⃝空家・住宅対策事業� 15,930
⃝川口高校地域みらい留学事業� 29,873
⃝若者移住応援事業� 1,450

【みんなで子育て応援プロジェクト】
⃝妊婦・乳幼児健診事業� 1,255
⃝不妊治療支援事業� 800
⃝乳幼児おむつ等給付事業� 865
⃝保育料・給食費無料化事業� 6,093
⃝若桐寮運営事業� 65,879
⃝教育家庭支援事業� 5,991
　（給食、入学、修学旅行、教材）

【健康づくりと支えあいプロジェクト】
⃝住民健診事業� 7,791
⃝人間ドック事業� 1,562
⃝予防接種事業（乳幼児、子ども、高齢者）� 8,060
⃝高齢者等除雪対策事業� 6,225
⃝排除雪施設設備整備事業� 3,000
⃝小型除雪機補助事業� 7,500
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　新型コロナウイルス感染症の5類移行と入国制限緩和は、まさに海外観光客誘致の絶好の機会で
す。特に台湾からの観光客は、金山町の観光客数において大きな割合を占めており、今回の台湾プ
ロモーション事業は、まさに官民一体となって台湾からの観光客を呼び込む第一歩となるでしょう。
民間組織による只見線のショートムービー制作など、これまで行われてきた台湾との交流の基盤を
活かし、町として予算を確保した本格的なプロモーション事業を実施することは非常に重要です。
台北MRTとの観光旅行事業協力覚書締結は、今後台湾における日本人向けツアー開発にも期待が
高まります。台湾から金山町へ、金山町から台湾へ、相互の交流が活性化し、真の交流事業となる
ことを期待しています。

具体的な期待
・台湾からの観光客数の増加　・金山町の知名度向上　・地域経済の活性化
・台湾との文化交流の促進　・相互理解の深化

今後の取り組み
・プロモーション事業の積極的な推進・効果測定の実施・改善点の洗い出し・次なる展開の検討
議会としても、町と協力しながら、金山町が台湾からの観光客に「訪れてみたい」「また来たい」と
思える魅力的な町となるよう、全力で取り組んで参ります。   

２月２２日　台湾へ移動

２月２３日　新北市金山区視察
(金山区→人口約２２, ０００人。台湾島の北端に位置し浜辺の美しい景観で
も有名。清時代から続く金包里街の古い町並みなど文化面での魅力も兼ね備えている。)
金山区役所にて金山区長をはじめ、各里長、温泉組合長、職員等総勢２０名超の歓迎を受け、相互
交流を図った。（写真①）
その後区内の街並み(金包老街とも呼ばれる)と、「金山温泉」、オートキャンプ場を視察した。
温泉については、源泉が４か所(海底温泉、炭酸泉、硫黄泉、鉄泉)もあり、５か所の無料公衆浴場
がある等説明を受けた。
金山区を出発し、町長はじめ議長、観光物産協会はライオントラベルへ表敬訪問を行った。
その他は、台北MRT松山駅にて展示される星賢孝氏写真展を視察見学した。（写真②）

２月２４日
台北市　真善美劇院にてあいせき列車只見線２の試写会上映、および霧幻鉄道の上映を行った。そ
れぞれほぼ満員とあり、只見線ひいては金山町への興味関心の高さがうかがえた。（写真③）

２月２５日
台北MRTの案内により、同社が運営する「猫空ロープウェイ」の視察を行った。その後台北MRT本
社へ移動し、相互協力に関する意見交換および、観光旅行事業協力覚書を締結した。（写真④）
台北ランタンフェスティバルへ移動し、福島県ブースにてパンフレットの配布等を行った。

２月２６日　日本へ帰国（１９時頃金山着)

 【総括】

 【日程】

金山町台湾プロモーション事業台湾訪問議員派遣報告
総務文教常任委員長　加藤夕子

①① ②② ③③ ④④
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問　

令
和
６
年
度
の
運
行
内

容
は
。

答　

総
務
課
長　
横
田
地
区

線
、
玉
梨
地
区
線
、
山
入
地

区
線
、
沼
沢
地
区
線
の
４
路

線
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
変

更
点
は
、
横
田
地
区
線
に
つ

い
て
曜
日
に
よ
っ
て
滝
沢

発
、
山
入
発
で
し
た
が
予
約

し
た
場
所
か
ら
出
発
と
な
り

ま
し
た
。

  
●
当
初
予
算
（
議
案
審
議
）

●
当
初
予
算
（
議
案
審
議
）

一
般
会
計
：
歳
入

一
般
会
計
：
歳
出

基
金
収
入
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

基
金
利
子
収
入
12
万
７

千
円
。
積
極
的
な
歳
入
確
保

の
取
り
組
み
と
し
て
、
預
金

以
外
で
の
運
用
を
検
討
し
て

の
予
算
計
上
か
。

答　

出
納
室
長　
資
金
運
用

の
安
全
性
を
考
慮
し
主
に
、

定
期
預
金
、
国
債
購
入
で
の

運
用
で
す
。

問　

例
え
ば
債
権
、
株
式
な

ど
預
金
以
外
で
の
運
用
を
検

討
す
る
考
え
は
。

答　

出
納
室
長　
情
報
収
集

し
安
全
安
定
的
に
運
用
で
き

る
商
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

考
え
て
行
き
ま
す
。

滞
納
繰
越
分
収
納

対
策
に
つ
い
て

問　

収
納
対
策
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の

利
用
は
。     

答　

住
民
課
長　
課
内
検
討

し
、
滞
納
者
の
方
自
体
に
メ

デ
ィ
ア
を
持
っ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
多
い
、
平
等
性
に
欠

け
る
、
誤
送
付
し
た
場
合
の

リ
ス
ク
が
大
き
い
な
ど
の
観

点
か
ら
見
送
っ
た
次
第
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
率
と
地
方

交
付
税
に
つ
い
て

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
取
得
割
合
で
普
通
地
方

交
付
税
が
増
額
す
る
影
響
は

あ
る
の
か
。

答　

総
務
課
長　
令
和
５
年

度
か
ら
あ
る
程
度
金
額
が
上

乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
２

０
０
万
円
程
度
で
す
。

答　

住
民
課
長　
２
月
29
日

現
在
の
人
口
１
，
７
７
１
人

で
申
請
件
数
１
，
５
１
０
件

で
す
。
実
質
交
付
率
は
85
・

３
％
で
す
。

旧
五
十
島
家
住
宅

改
修
工
事
県
補
助

金
に
つ
い
て

問　

令
和
５
年
度
に
は
指
定

文
化
財
保
存
活
用
事
業
県
補

助
金
４
４
５
万
円
が
屋
根
葺

障
が
い
者
雇
用
に

つ
い
て

問　

令
和
６
年
度
の
障
が
い

者
雇
用
に
つ
い
て
は
。

答　

総
務
課
長　
役
場
で
雇

用
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
に
相
談
し
て
い
ま
す
が

な
か
な
か
雇
用
に
至
り
ま
せ

ん
。
雇
用
形
態
を
考
慮
し
な

が
ら
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
に
つ
い
て

問　

委
託
料
３
，
６
４
５
万

円
。
運
行
体
制
と
内
訳
は
。

答　

総
務
課
長　
予
約
窓
口

２
９
６
万
円
。
タ
ク
シ
ー
会

社
２
社
２
，
１
６
１
万
円
、

他
の
事
業
者
に
１
，
１
８
８

万
円
と
な
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て

問　

委
託
料
３
１
２
万
円
。

イ
ン
タ
ー
ン
研
修
生
の
業

務
、
目
的
、
人
数
、
年
齢
層

は
。

答　

企
画
課
長　
将
来
の
地

方
移
住
に
関
心
の
あ
る
方
に

２
週
間
程
度
農
業
や
観
光
部

門
を
体
験
し
て
頂
く
。
学
生

を
含
む
若
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て

問　

関
連
経
費
３
，
１
８
２

万
円
で
５
人
分
計
上
。
募
集

先
は
。

答　

企
画
課
長　
産
業
観
光

分
野
の
研
修
先
と
し
て
企
業

組
合
お
く
愛
ズ
、
町
観
光
物

産
協
会
、
農
林
水
産
分
野
で

は
特
産
品
の
生
産
や
カ
ス
ミ

ソ
ウ
栽
培
、
林
業
振
興
、
教

育
文
化
関
係
は
教
育
委
員
会

で
民
具
工
芸
等
の
研
究
保
存

な
ど
の
分
野
で
の
募
集
で
す
。

問　

町
へ
の
定
住
率
は
非
常

に
高
い
と
思
う
が
、
受
け
入

れ
団
体
へ
の
定
住
率
は
低
い

と
思
う
。
３
年
後
の
任
期
満

了
後
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

企
画
課
長　
退
任
後
の

隊
員
の
道
筋
を
つ
け
ら
れ
る

よ
う
受
入
れ
団
体
、企
画
課
、

隊
員
の
連
携
を
密
に
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

き
替
え
に
対
し
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、今
回
あ
り
ま
せ
ん
。

経
過
は
。

答　

教
育
次
長　
令
和
６
年

度
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
が

低
い
た
め
補
助
金
が
つ
か
な

い
と
い
う
説
明
を
県
文
化
財

課
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。

使い勝手の良い乗合タクシー

定
住
促
進
事
業
費

に
つ
い
て

問　

事
業
費
２
，
６
７
２
万

円
。
意
見
の
聴
取
、
効
果
の

検
証
等
の
若
者
定
住
懇
談
会

の
開
催
に
つ
い
て
。

答　

企
画
課
長　
令
和
元
年

度
に
３
回
開
催
し
そ
の
後
の
開

催
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
の
効

果
検
証
の
た
め
、
必
要
な
時

期
に
適
切
に
開
催
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
４

２
０
万
円
。
財
源
が
減
る
中

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
。
返
礼
品
、

ヒ
ッ
ト
商
品
、
新
商
品
を
町

主
導
で
開
拓
を
。

答　

企
画
課
長　
返
礼
品
が

魅
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
番
は
炭
酸
水
で
す
。
そ
れ

に
続
く
商
品
を
開
拓
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
エ
ゴ
マ
普
及
促
進

に
つ
い
て

問　

報
償
費
１
１
５
万
円
。

令
和
５
年
度
は
65
歳
か
ら
75

田村淳隊員（右）、
大竹惠子隊員（左）
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「
令
和
６
年
度
金
山
町
一
般
会
計
予
算
」の
採
決
に
関
す

る
討
論

■
賛
成
討
論�

横
田
正
敏 

議
員　

　

議
案
第
３
号
令
和
６
年
度

金
山
町
一
般
会
計
予
算
案
に

賛
成
の
立
場
で
討
論
い
た
し

ま
す
。

　

歳
入
は
、
町
民
税
や
固
定

資
産
税
と
い
っ
た
自
主
財
源

が
減
少
し
、
地
方
交
付
税
や

財
政
調
整
基
金
、
公
共
施
設

整
備
基
金
と
い
っ
た
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
頼
り
の
歳
入

で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
人
件
費
や
物
件
費

が
大
き
く
増
加
と
な
り
厳
し

い
財
政
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

内
訳
を
見
ま
す
と
第
五
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
集
会
所

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
、
空
き

家
活
用
補
助
事
業
、
只
見
線

関
連
事
業
、
高
齢
者
等
除
雪

補
助
事
業
、
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
事
業
、
農
業
用
機
械
購

入
補
助
事
業
、
農
業
を
担
う

者
育
成
支
援
事
業
、
お
も
て

な
し
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
、
若
桐
寮

運
営
事
業
と
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
国
や

県
の
施
策
に
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
も
町
の
喫
緊
の
課
題

に
対
応
し
た
予
算
や
、
町
民

に
直
結
す
る
事
業
に
つ
い
て

積
極
的
に
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
質

疑
の
中
で
多
く
の
議
員
か
ら

指
摘
さ
れ
た
会
津
川
口
駅
窓

口
業
務
事
業
、
そ
し
て
旧
五

十
島
家
住
宅
改
修
事
業
に
つ

い
て
、
改
善
に
向
け
た
不
断

の
努
力
を
求
め
ま
し
て
賛
成

と
い
た
し
ま
す
。

歳
に
、
令
和
６
年
度
は
40
歳

か
ら
65
歳
に
エ
ゴ
マ
油
を
２

本
ず
つ
配
布
す
る
。
年
齢
層

を
変
更
す
る
狙
い
は
。

答　

農
林
課
長　
令
和
４
年

度
は
75
歳
以
上
の
方
々
に
２

本
ず
つ
配
布
し
ま
し
た
。
地

産
地
消
が
目
的
で
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
自
ら
購
入
し
て

い
た
だ
く
。
年
度
ご
と
に
対

象
年
齢
を
下
げ
て
配
布
し
て

い
ま
す
。

大
塩
炭
酸
泉
源
泉

調
査
に
つ
い
て

問　

委
託
料
82
万
５
千
円
。

只
見
川
の
川
底
近
く
の
源
泉

の
炭
酸
濃
度
の
調
査
に
な
る

が
東
北
電
力
と
の
協
議
の
進

捗
状
況
は
。　

答　

副
町
長　
６
月
12
日
か

ら
数
カ
月
間
水
位
を
下
げ
て

も
ら
う
よ
う
調
整
済
で
す
。

問　

調
査
内
容
は
。

答　

副
町
長　
川
底
か
ら
湧

出
し
て
い
る
炭
酸
含
有
量
を

含
む
温
泉
の
成
分
調
査
、
湧

出
量
、
自
噴
の
有
無
、
全
国

で
も
貴
重
な
温
泉
な
の
か
の

確
認
等
に
な
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

問　

補
助
金
６
０
０
万
円
。

新
規
事
業
。補
助
対
象
経
費
、

補
助
率
。
補
助
額
上
限
、
加

算
金
の
要
件
に
つ
い
て
。　

答　

商
工
観
光
課
長　
宿
泊

施
設
の
新
築
、
増
改
築
、
駐

車
場
整
備
、
備
品
購
入
等
が

対
象
で
１
／
２
以
内
で
交
付

に
な
り
ま
す
。
上
限
は
３
０

０
万
円
で
す
。
加
算
要
件
は

新
た
に
２
部
屋
以
上
、
部
屋

数
を
増
す
場
合
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

問　

事
業
の
対
象
は
。

答　

商
工
観
光
課
長　
こ
れ

ま
で
課
題
の
宿
泊
施
設
、
滞

在
時
間
を
長
く
す
る
た
め
の

飲
食
店
。
お
土
産
屋
を
増
や

す
た
め
の
事
業
で
す
。　

旧
五
十
島
家
住
宅

改
修
工
事
に
つ
い
て

問　

工
事
請
負
費
４
，
０
０

０
万
円
。
非
常
に
高
額
で
、

町
単
独
事
業
。
算
定
根
拠
、

新
年
度
実
施
の
理
由
は
。

答　

教
育
次
長　
見
積
は
２

業
者
か
ら
徴
収
。
茅
葺
き
屋

根
葺
き
替
え
が
主
で
面
積
２

９
１
㎡
、
仮
設
、
棟
工
事
20

㎡
と
な
り
ま
す
。
大
雨
の
際

一
部
雨
漏
り
が
す
る
よ
う
な

状
態
で
相
当
傷
ん
で
お
り
工

事
を
行
う
も
の
で
す
。

問　

以
前
の
改
修
計
画
は
。

答　

教
育
次
長　
令
和
５
年

度
県
補
助
金
を
入
れ
工
事
を

計
画
し
ま
し
た
が
、
入
札
が

不
調
で
未
実
施
で
し
た
。

問　

雨
漏
り
箇
所
の
差
し
替

え
を
ま
ず
行
い
、
県
の
予
算

が
つ
い
た
時
、
全
面
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

答　

教
育
次
長　
全
面
を
一

括
や
り
た
い
考
え
で
す
。

問　

こ
れ
は
10
年
後
と
か
に

数
千
万
円
か
け
て
ま
た
や
る

ん
で
す
か
。
茅
葺
き
屋
根
葺

き
替
え
は
金
山
町
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
と
思
う
。
只
見

町
の
叶
津
番
所
、五
十
嵐
家
、

旧
舘
岩
村
の
前
沢
集
落
な
ど

茅
葺
き
替
え
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。
技
術

者
の
継
承
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答　

教
育
長　
こ
の
問
題
を

■
選  

挙

◇
選
挙
管
理
委
員

　

菅　

家　

哲　

夫　

�

（
本　

名
）

　

栗　

城　

英　

雄　

�

（
山　

入
）

　

角　

田　

二　

郎　

�

（
玉　

梨
）

　

若　

林　

八
重
子　

�

（
川　

口
）

　

任
期
は
４
月
11
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

◇
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

眞　

鍋　

一　

郎　
　

�

（
横　

田
）

　

星　
　
　

正　

則　

�

（
大　

塩
）

　

中　

丸　

惠
美
子

　

�

（
大　

志
）

　

八　

須　

友　

磨　

�

（
太
郎
布
）

地産地消で健康増進を

県重要文化財（建造物）旧五十島家住宅

抱
え
て
い
る
市
町
村
と
連
絡

を
取
り
合
い
、
良
い
方
法
は

な
い
か
考
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
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議会会議録・一般質問動画（録画）議会会議録・一般質問動画（録画）
町公式ホームページ掲載のお知らせ町公式ホームページ掲載のお知らせ

（金山町ホームページ画面）

議会会議録
について

議会だよりでは一般質問について紙面の都合によりすべてを掲載できません。
ホームページには全文記載されていますので是非、ご覧ください。

↑動画配信は
　こちらから

↑会議録は
　こちらから

暮らしの情報＞ 金山町議会＞ 目次 議会会議録　令和６年議会会議録

（金山町ホームページ画面）

一般質問の動
画配信（録画）
について

各議員（質問者）ごとに動画を見ることができます。一般質問の時間は５０分です。本会議
での質問、答弁をそのまま配信しています。是非、ご覧ください。

暮らしの情報＞ 金山町議会＞ 目次 議会動画配信　令和６年一般質問

件　　名 議決
結果

大竹
一樹

加藤
賢享

安藤
雅朗

加藤
夕子

坂内
譲

栗城
康太郎

横田
正敏

五ノ井
義一

■第２回定例会（３月定例会）　令和６年３月８日～１４日開催
令和６年度金山町一般会計予算 可決 〇 × 〇 〇 〇 × 〇

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

令和６年度金山町国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度金山町介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度金山町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度金山町簡易水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度金山町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
辺地総合整備計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
■陳　情
福島県最低賃金の引き上げと早期発効
を求める意見書の提出を求める陳情 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■議員提出議案
「福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書」の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町議会基本条例の制定について
（目的：議会の活性化を図り、町政の進
展と町民福祉の向上に寄与するため）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町議会議員政治倫理条例の制定
について（目的：議員と町民との信頼
関係を築く基盤とし、町民に対する説
明責任を明確にするため）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町議会ハラスメント防止条例の
制定について（目的：議員によるハラ
スメントの根絶と未然防止、町民から
信頼される議会の実現に資するため）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会基本条例等検討特別委員会の設
置について（目的：議会基本条例等の
検証・調査並びに研究を継続的に行う
ため）

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員長：栗城康太郎　　副委員長：安藤雅朗
委　員：加藤夕子　　坂内　譲　　大竹一樹

※議長は、採決に加わりません（賛否が同数の場合には議長が採決します）
※賛成「○」　反対「×」

■議案等審議結果一覧■議案等審議結果一覧（一部を掲載しました。）
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持
続
可
能
な
行
政
経
営
に
つ
い
て

若
年
層
の
移
住
定
住
に
重
点
を
置
き
た
い 

︱ 

町
長

産
に
係
る
建
物
の
延
べ
床
面

積
を
集
計
し
て
お
り
ま
す
。

直
近
と
な
る
令
和
４
年
度
決

算
に
お
い
て
、
金
山
町
が
保

有
す
る
公
共
施
設
の
延
べ
床

面
積
に
つ
い
て
は
、４
万
８
，

６
８
５
㎡
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

問
②	

人
口
規
模
に
応
じ

た
施
設
に
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
町
の
所
見
は
。

答　

町
長　
私
も
同
様
の
考

え
で
あ
り
、
全
体
的
に
は
各

種
あ
る
公
共
施
設
を
長
期
的

視
点
に
立
ち
、
更
新
・
統
廃

合
・
長
寿
命
化
な
ど
に
よ
り
、

財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
捉
え
て

お
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
実

施
の
際
に
は
、
様
々
な
課
題

へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の

意
向
や
議
員
各
位
の
意
見
を

お
伺
い
し
な
が
ら
進
め
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　問　

補
助
金
の
在
り
方
に
つ

い
て
。

問
①	

金
山
町
に
お
い
て

団
体
運
営
費
の
補
助
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
団

体
の
数
と
総
額
は
。

答　

町
長　
団
体
は
５
団
体

で
あ
り
、
総
額
は
、
令
和
６

年
度
当
初
予
算
計
上
額
に
お

い
て
４
６
，
４
５
１
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
②	

補
助
金
支
出
に
関

す
る
統
一
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
あ
る
の
か
。　

答　

町
長　
町
補
助
金
等
の

交
付
等
に
関
す
る
規
則
、
要

綱
及
び
町
財
務
規
則
に
基
づ

き
執
行
し
て
お
り
、
統
一
的

な「
交
付
基
準
」や「
見
直
し

基
準
」な
ど
を
定
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
設
け
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
問　

人
材
の
活
用
に
つ
い
て

問
①　

役
場
職
員
の
職
員
満

足
度
や
幸
福
度
の
重
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　

町
長　
満
足
度
は
、「
働

き
や
す
さ
」と
考
え
て
お
り
、

職
員
の
給
与
や
労
働
時
間
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仕
事
内

容
や
福
利
厚
生
、
休
暇
制
度

等
に
よ
っ
て
職
員
の
満
足
度

は
変
化
す
る
も
の
と
思
い
ま

す
。幸
福
度
は
、「
働
き
が
い
」

と
考
え
て
お
り
、
業
務
に
お

い
て
、
達
成
感
や
成
長
を
実

感
で
き
た
か
、
働
き
が
評
価

さ
れ
た
か
等
、
職
員
自
身
の

考
え
方
に
よ
っ
て
、
幸
福
度

は
変
化
す
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
職
員
の
満
足

度
や
幸
福
度
の
充
実
は
、
職

員
の
仕
事
に
対
す
る
意
欲
向

上
に
繋
が
り
、
結
果
と
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
大
切
な
要
素
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問
②　

意
欲
と
能
力
の
あ
る

職
員
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

町
長　

毎
年
度
、
業
績

評
価
と
能
力
評
価
に
よ
る
人

　

人
口
減
少
問
題
は
日
本
全

体
の
課
題
で
あ
り
適
切
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
同
時
に
人
口
減
少
に
合

わ
せ
た
町
の
在
り
方
も
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

今
後
の
公
共
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て

問
①	

令
和
６
年
３
月
１

日
時
点
で
金
山
町
が
保
有
す

る
公
共
施
設（
建
築
物
）の
延

床
面
積
は
。

答　

町
長　
町
で
は
、
毎
年

度
決
算
時
に
お
い
て
公
有
財

事
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、

適
正
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問
③　

２
０
２
３
年
４
月
よ

り
定
年
延
長
制
度
が
施
行
さ

れ
た
が
、
町
と
し
て
ど
う
い

っ
た
活
躍
を
期
待
す
る
の

か
。

答　

町
長　
今
年
度
か
ら
令

和
12
年
度
に
か
け
て
段
階
的

に
職
員
の
定
年
年
齢
が
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。
定
年
延
長
に

よ
っ
て
61
歳
以
降
も
勤
務
し

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
、

技
術
、
経
験
を
活
か
し
て
業

務
に
従
事
し
て
頂
く
と
と
も

に
、
他
の
職
員
へ
指
導
や
助

言
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
行
政
運
営
に
お
い
て
必

要
な
知
識
、
技
術
、
経
験
が
、

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

安藤雅朗議員の
一般質問

利用の少ない町の施設
農業実習館（太郎布地内）
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宿
泊
施
設
不
足
の
解
消
に
向
け
てハ

ー
ド
ル
は
大
変
高
い 

︱ 

町
長

等
の
新
規
支
援
に
よ
る
効
果

を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い

る
の
か
。

答　

町
長　
当
町
へ
来
町
さ

れ
る
旅
行
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
対

的
に
宿
泊
施
設
が
不
足
し
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
事
業
の
効
果
は
、
単
に

宿
泊
施
設
を
増
や
す
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
金
山
町
全
体

で
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
を

拡
大
し
、
観
光
振
興
に
よ
り

経
済
効
果
を
高
め
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
町
内
の
事
業
者

の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
町

全
体
の
受
入
れ
体
制
の
向

上
、
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、

現
状
課
題
と
な
っ
て
い
る
団

体
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
体

制
の
整
備
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
助
事
業

は
、宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く
、

飲
食
業
や
お
土
産
物
屋
な
ど

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
町
全

体
の
お
も
て
な
し
体
制
の
整

備
を
図
る
こ
と
が
、
観
光
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
り
、
宿
泊
者
の
増
な
ど

経
済
効
果
を
高
め
る
こ
と
に

結
び
つ
く
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問
②　

宿
泊
施
設
の
増
加
目

標
、
達
成
の
実
現
方
法
、
期

間
は
。

　
「
霧
幻
峡
の
渡
し
」、
只
見

線
を
軸
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
な
ど
に
よ
り
、
町

内
で
は
繫
忙
期
に
宿
泊
施
設

が
不
足
す
る
と
い
う
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
解
決
策
と

し
て
来
年
度
予
算
に
起
業
促

進
の
た
め
新
規
に「
お
も
て

な
し
事
業
」を
追
加
す
る
こ

と
や
、
15
～
20
人
が
宿
泊
で

き
る
施
設
を
２
つ
程
度
増
や

す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

問
①　
「
お
も
て
な
し
事
業
」

答　

町
長　
大
変
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
も
の
と
考
え
て
お

り
、
関
係
団
体
、
実
際
に
宿

泊
業
を
行
っ
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
始
め
た
い
方
な
ど
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
期
間

は
３
年
と
し
、
推
移
を
見
な

が
ら
継
続
・
廃
止
・
見
直
し

に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

空き家古民家を大規模改修し宿泊施設へ（玉梨地内）

　

本
年
２
月
５
日
に
行
わ
れ

た「
東
京
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
事
業
」活
動
報
告

会
に
て
４
人
か
ら
只
見
線
関

連
に
対
す
る
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
伺
い

ま
す
。

問
①　

本
事
業
を
ど
う
政
策

に
反
映
し
て
い
く
か
。

答　

町
長　
活
動
報
告
で
は
、

２
次
交
通
整
備
の
必
要
性
、

宿
泊
施
設
の
不
足
と
宿
泊
予

約
な
ど
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、

駅
や
駅
前
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
只
見
線
の
案
内
強
化
な

ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
の
提
案
は
只
見

線
利
活
用
対
策
の
参
考
と
な

る
内
容
で
す
の
で
、
実
現
方

法
を
精
査
し
、
よ
り
充
実
し

た
対
策
と
な
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
②　

今
後
こ
の
よ
う
な
事

業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答　

町
長　
町
の
課
題
に
対

し
て
幅
広
い
分
野
か
ら
意
見

が
聞
け
る
こ
と
、
交
流
人
口

の
拡
大
も
期
待
で
き
る
こ

と
、
学
生
な
ど
と
の
交
流
を

通
じ
て
職
員
の
資
質
向
上
が

期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
も
、
町
の
課
題
解

決
や
事
務
事
業
の
展
開
に
マ

ッ
チ
し
た
事
業
を
選
定
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

大
竹
議
員
か
ら
は
、
こ
の

他
に「
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
」の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

東
京
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
事
業
を
経
て

提
案
を
精
査
し
実
現
し
て
い
く 

︱ 

町
長

大竹一樹議員の
一般質問
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ＪＲ只見線会津川口駅前下町商店街
「おもてなし事業」での空き店舗の

活用が待たれます。

押
部
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

残
さ
れ
た
任
期
、
し
っ
か
り
町
民
の
た
め
尽
く
す 

︱ 

町
長

効
果
が
あ
が
っ
て
な
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
今
ま
で
の

総
括
は
。

答　

町
長　
町
総
合
計
画
で

は
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
４

つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
番
目
は
、
後
継
者
育
成

と
特
色
を
活
か
し
た
産
業
づ

く
り
を
目
標
と
し
た「
産
業

振
興
と
雇
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。

　

２
番
目
は
、
つ
な
が
り
や

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
を
目
標
と
し
た「
移
住
・

定
住
・
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。

　

３
番
目
は
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
目
標
と

し
た「
み
ん
な
で
子
育
て
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　

４
番
目
は
、
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
目
標
と
し
た「
健
康
づ
く

り
と
支
え
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。

　

よ
り
事
業
効
果
を
高
め
る

た
め
、
分
野
横
断
的
に
各
種

施
策
を
連
携
さ
せ
、
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問
②　

人
口
減
少
に
よ
り
農

地
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る

が
、
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
農

地
を
増
や
さ
な
い
よ
う
ど
う

取
り
組
む
考
え
か
。
ま
た
、

米
価
下
落
、
生
産
資
材
高
騰

の
中
、
農
家
に
対
し
物
価
高

騰
対
策
を
継
続
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

町
長　
地
域
の
農
地
を

維
持
す
る
た
め
、
維
持
す
べ

き
優
良
な
農
地
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和
６

年
度
中
に
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
を
軸
と
し
た
地
域
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
多
様
な
農
業
を
担
う

方
々
を
確
保
し
な
が
ら
、
農

地
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
も
国
の
経
営
所
得

安
定
対
策
や
町
独
自
の
対
策

と
し
て
、
地
域
農
業
の
持
続

的
な
維
持
を
図
る
た
め
の
農

業
経
営
支
援
事
業
や
地
域
特

産
農
産
物
生
産
振
興
事
業
、

農
業
経
営
者
の
安
定
的
な
農

業
支
援
を
図
る
た
め
の
農
業

用
機
械
購
入
事
業
な
ど
、
農

業
者
に
対
し
て
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
資
材
の
価
格
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
農
業
経
営
は
大

変
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
農
業
者
に

対
す
る
町
単
独
補
助
金
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
継
続
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問
③　

東
京
大
学
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
の
報
告
の
中
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
川
口
駅

前
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
こ
と
が
急
務
で
あ
る

と
考
え
る
が
町
長
の
所
見

は
。　

答　

町
長　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
を

利
用
し
て
会
津
川
口
駅
で
降

車
さ
れ
た
方
の
困
っ
て
い
る

　

厚
生
労
働
省
の
国
立
人
口

問
題
研
究
所
は
２
０
５
０
年

ま
で
の
将
来
人
口
推
計
を
発

表
し
た
。
当
町
の
２
０
５
０

年
時
点
の
15
～
64
歳
ま
で
の

生
産
年
齢
人
口
を
２
０
２
０

年
と
比
べ
る
と
54
％
減
少

し
、
６
３
９
人
か
ら
２
９
４

人
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
伺
い
ま
す
。

問
①　

町
の
総
合
計
画
で

は
、
全
庁
を
挙
げ
て
分
野
横

断
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
狙

い
、
４
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
定
さ
れ
て
い
る
が

姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

会
津
川
口
駅
は
、
３
月
末

で
無
人
駅
と
な
り
、駅
舎
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
の
上

で
町
が
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
を

と
ら
え
、駅
舎
だ
け
で
な
く
、

駅
前
周
辺
を
含
め
た
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
議
会
と
共
に
議

論
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

駅
か
ら
の
２
次
交
通
対
策
を

進
め
る
ほ
か
、
会
津
川
口
駅

が
町
民
や
観
光
客
に
と
っ
て

安
心
・
安
全
・
快
適
な
場
所

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
駅
舎
の
利
活

用
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
を
中
心
と
し
た

駅
周
辺
の
整
備
・
活
用
に
つ

い
て
も
、
お
も
て
な
し
事
業

の
周
知
を
図
り
、
補
助
事
業

の
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者

等
を
募
る
ほ
か
、
商
工
会
・

観
光
物
産
協
会
等
関
係
団
体

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

横田正敏議員の
一般質問
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日本で数少ない「妖精美術館」（沼沢地内）
世界中の妖精が集まっています。

町
づ
く
り
に
つ
い
て

町
づ
く
り
の
方
向
性
は
受
け
継
が
れ
て
い
る 

︱ 

町
長

人
口
、
観
光
人
口
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
考
え
伺
い
ま

す
。

問
①　

第
三
次
振
興
計
画

（
２
０
０
１
～
２
０
１
０
）に

は
住
民
が
主
役
に
な
り
、「
妖

精
と
い
え
ば
金
山
町
」「
金

山
町
と
い
え
ば
妖
精
」と
し

「
妖
精
の
里
金
山
町
」を
全

国
に
発
信
と
あ
る
が
、
現
在

「
妖
精
」と
い
う
言
葉
が
聞

か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
住
民

が
主
役
と
言
い
な
が
ら
、
第

五
次
総
合
計
画（
２
０
２
１

～
２
０
３
０
）に
は「
妖
精

の
里
」「
自
然
教
育
村
」の

事
を
文
字
さ
え
触
れ
な
い
理

由
、
そ
し
て
、
説
明
し
な
い

ま
ま
、
町
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
る
事
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。　

答　

町
長　
第
五
次
総
合
計

画
で
は
、「
自
然
教
育
村
」や

「
妖
精
の
里
」と
い
う
言
葉

を
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

「
自
然
教
育
村
」「
妖
精
の
里
」

な
ど
の
名
称
が
付
い
た
事
業

　

町
づ
く
り
は
、
町
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
長
い
年
月

を
か
け
継
続
す
る
こ
と
が
原

則
で
あ
り
、
継
続
と
は
、
悪

い
と
こ
ろ
を
修
正
し
改
善

し
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
補

い
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
が
、
金
山
町
の

町
づ
く
り
の
活
動
の
多
く
が

継
続
、
拡
大
し
な
い
ま
ま
、

い
つ
の
ま
に
か
終
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
。
継
続
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

域
が
魅
力
的
に
な
り
、
交
流

は
、
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
で
も
、
各
集
落
名
の

看
板
や
商
品
券
、
施
設
や
大

会
の
名
称
な
ど
に
使
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

現
行
の
第
五
次
金
山
町
総

合
計
画
で
は
、「
観
光
資
源

を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
」や「
学
校
教
育
の
充
実
」

と
い
っ
た
項
目
の
中
で
町
の

自
然
資
源
の
活
用
や
ふ
る
さ

と
教
育
の
充
実
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
第
三

次
振
興
計
画
で
示
さ
れ
た
自

然
環
境
を
活
用
し
、
活
性
化

を
図
る
と
い
う
町
づ
く
り
の

方
向
性
は
、
時
代
に
合
わ
せ

た
変
化
は
あ
っ
て
も
、
第
五

次
総
合
計
画
に
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問
②　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
再
開

通
し
、
只
見
線
の
ブ
ー
ム
が

続
い
て
い
る
が
、
会
津
川
口

駅
は
通
過
点
と
な
っ
て
お

り
、「
よ
う
こ
そ
金
山
」を
目

指
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

答
　
町
長　
只
見
線
は
、
全

線
再
開
通
以
降
、
以
前
に
も

増
し
て
多
く
の
観
光
客
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

観
光
客
の
只
見
線
利
用
に
つ

い
て
は
、
会
津
若
松
か
ら
小

出
ま
で
全
区
間
を
通
し
て
乗

車
す
る
方
や
、
一
定
区
間
の

み
乗
車
し
バ
ス
な
ど
に
乗
り

換
え
る
場
所
と
し
て
会
津
川

口
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
も
多

い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
を
求
め
て
下
車

さ
れ
る
方
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）を
中

心
と
し
て
大
勢
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
町
で
は
、
町
内
を
周

遊
し
て
頂
く
た
め
に
、
観
光

案
内
看
板
の
設
置
や
観
光
地

へ
の
二
次
交
通
対
策
と
し
て

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
や
観

光
タ
ク
シ
ー
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

駅
で
降
り
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
自
然
景
観
を
は
じ

め
と
す
る
観
光
資
源
の
魅
力

や
下
車
駅
か
ら
の
移
動
手

段
、
宿
泊
情
報
な
ど
を
よ
り

多
く
の
人
に
発
信
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
併

せ
て
、
駅
の
活
性
化
は
も
ち

ろ
ん
、
駅
周
辺
、
町
全
体
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
、
交
流

人
口
の
増
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
客
は
も
と
よ
り
、
高

齢
化
が
進
む
町
内
の
利
用
者

が
安
心
し
て
駅
を
利
用
で
き

る
体
制
を
整
え
つ
つ
、
町
民

や
関
係
者
の
ご
意
見
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
金
山
町
内
の
駅
、
会
津

川
口
駅
が
通
過
点
で
は
な
く

目
的
地
と
な
る
よ
う
な
駅
の

活
用
及
び
そ
の
周
辺
、
町
全

体
の
活
性
化
対
策
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

加藤賢享議員の
一般質問

妖精マーク入り「集落案内看板」
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金
山
町
の
災
害
対
策
、
対
応
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
力
し
対
応
し
て
い
る 

︱ 

町
長

問
①　

２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
以
降
の
避
難
訓
練

実
施
状
況
に
つ
い
て
。　

答　

町
長　
避
難
訓
練
は
町

の
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
際

に
、
訓
練
項
目
の
一
つ
と
し

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
の
防
災
訓
練
は
、
消
防
団

を
中
心
に
関
係
機
関
と
合
同

で
隔
年
を
基
本
と
し
て
行
っ

て
お
り
、
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
以
降
は
、
平
成
24

年
、
平
成
25
年
、
平
成
27
年
、

平
成
29
年
、
令
和
元
年
、
令

和
３
年
、
令
和
５
年
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
訓
練
の
際

は
、
地
区
住
民
の
方
に
も
参

加
を
頂
き
な
が
ら
、
区
長
等

に
よ
る
安
否
確
認
や
要
援
護

者
の
避
難
誘
導
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

問
②　

町
外
在
住
職
員
も
多

く
、
即
対
応
は
難
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
職
員
の

動
向
に
つ
い
て
。

答　

町
長　
平
日
は
、
災
害

の
状
況
に
応
じ
て
在
庁
職
員

を
も
っ
て
応
急
対
応
に
当
た

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。休
日
・

夜
間
は
、
災
害
時
の
職
員
招

集
基
準
に
よ
り
必
要
人
員
を

確
保
し
対
応
に
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
突
然
発
生
す

る
災
害
の
場
合
は
、
招
集
基

準
に
基
づ
き
各
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
参
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

台
風
や
豪
雨
等
に
よ
る
災

害
に
つ
い
て
は
、
気
象
情
報

に
よ
り
一
定
程
度
の
事
前
準

備
が
で
き
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
招
集
職
員
を
確
認
し

て
お
き
、
状
況
に
よ
っ
て
速

や
か
に
招
集
で
き
る
よ
う
な

体
制
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
招
集
に
つ
い
て

は
、
町
内
町
外
在
住
の
区
別

な
く
同
様
に
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。

問
③　

町
内
の
県
道
、
町
道

が
災
害
の
為
、
当
分
の
間
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
迂
回
路
が
実
質
無

く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
が
、
重
要
性
と
早
期
復

旧
に
つ
い
て
。

答　

町
長　
県
道
小
栗
山
宮

下
線
が
、
第
２
沼
沢
発
電
所

ト
ン
ネ
ル
三
島
町
側
に
お
い

て
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
国
道
２
５
２
号
の
迂

回
路
と
し
て
、
沼
沢
方
面
か

ら
の
最
短
経
路
と
し
て
重
要

な
路
線
で
あ
り
、
早
期
の
開

通
を
県
に
要
望
し
て
お
り
ま

す
。
開
通
は
、
令
和
７
年
５

月
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、現
在
、

災
害
等
に
よ
り
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
個
所
は
、
３
箇

所
と
な
り
ま
す
。
三
更
地
内

の
町
道
野
尻
線
、
町
道
田
沢

上
横
田
線
、
町
道
土
倉
西
部

線
で
早
期
の
交
通
再
開
を
目

指
し
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
住
民
の

安
心
・
安
全
の
た
め
、
観
光

客
の
利
便
性
確
保
の
た
め
、

工
事
の
進
捗
と
、
各
方
面
へ

の
働
き
か
け
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
ず
、
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
事
前
に
し
っ
か
り

と
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
金
山
町
で
は
地
震
だ

け
で
な
く
、
豪
雨
、
土
砂
崩

れ
、
雪
害
な
ど
様
々
な
災
害

が
発
生
し
て
お
り
、
地
域
に

お
け
る
多
様
な
災
害
リ
ス
ク

へ
の
備
え
が
重
要
と
な
り
ま

す
。　

土砂崩落等により通行止の県道小栗山宮下線
現地の安全な通行確保のため対策工事中
再開通予定は令和７年５月頃になります。

問
④　

内
閣
府
で
は
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
防

災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、
女
性
の
参
画
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
と
あ
り
ま

す
。町
女
性
職
員
の
対
応
は
。

答　

町
長　
内
閣
府
に
よ
る

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
防
災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」で
は
、
災
害
対
応
に

当
た
っ
て
は
、
女
性
と
男
性

の
ニ
ー
ズ
の
違
い
が
配
慮
さ

れ
る
よ
う
、
様
々
な
過
程
に

お
い
て
女
性
の
参
画
を
推
進

す
る
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

町
の
女
性
職
員
数
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
時
に

お
け
る
女
性
の
視
点
が
必
要

な
点
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
範
囲
で
優
先
的
に
配

置
を
行
い
な
が
ら
、
関
係
機

関
の
女
性
の
方
の
協
力
を
得

て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

加
藤
議
員
か
ら
は
、
こ
の

他
に「
只
見
線
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

加藤夕子議員の
一般質問
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整備中のＷｉ-Ｆｉ基地局
４０基の内３７基が完成しています（玉梨地内）

町
内
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
つ
い
て

大
幅
な
事
業
の
遅
延
と
な
る 

︱ 

町
長

に
陥
っ
た
た
め
、
契
約
を
解

除
し
た
次
第
で
す
。
そ
の
た

め
、
大
幅
な
事
業
の
遅
延
と

事
業
内
容
の
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、

町
内
40
箇
所
に
設
置
す
る
Ｗ

ｉ
－
Ｆ
ｉ
基
地
局
の
整
備
を

完
了
さ
せ
る
た
め
、
施
設
整

備
に
関
し
て
新
た
な
電
気
通

信
事
業
者
と
契
約
の
手
続
き

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

一
方
、運
用
に
関
し
て
も
、

現
在
の
と
こ
ろ
事
業
者
は
決

定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
同
様

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
、
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
慎
重
に
運
用

事
業
者
を
選
定
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
運
用
開
始

に
は
、
相
当
の
時
間
を
要
す

る
も
の
と
思
わ
れ
、
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
②　

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

数
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
高
齢
者
や
子
供
の

見
守
り
に
つ
い
て
、
ど
う
と

ら
え
て
い
ま
す
か
。

答　

町
長　
国
の
補
助
金
が

活
用
で
き
な
く
な
り
、
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
事
業
を
再
構
築
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
監
視

カ
メ
ラ
は
高
齢
者
や
子
供
の

見
守
り
に
も
必
要
な
設
備
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
事
業

実
施
に
要
す
る
財
源
も
含
め

て
再
度
調
整
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
利
用
予

定
で
あ
っ
た
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
整

備
事
業
が
、
選
定
業
者
の
都

合
に
よ
り
大
幅
な
遅
延
に
な

り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の

利
用
が
難
し
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

問
①　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
業
者
選
定
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
行
く
の
か
。

答　

町
長　
契
約
締
結
し
た

請
負
事
業
者
が
、
資
金
繰
り

の
悪
化
に
よ
り
契
約
不
履
行

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

民
法
の
改
正
に
伴
い「
相
続

登
記
の
申
請
義
務
化
」が
施

行
さ
れ
ま
す
。
金
山
町
の
中

に
も「
長
期
間
に
わ
た
っ
て

相
続
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な

い
土
地
」が
多
く
あ
り
、
所

有
者
が
不
明
と
な
る
よ
う
な

土
地
も
増
え
、
社
会
問
題
化

し
て
い
る
よ
う
で
す
。　
　

問
①　

金
山
町
で
は
こ
の
様

な
問
題
に
対
し
て
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

答　

町
長　
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
、
相
続
人
は
不
動

産
を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
、
相
続
登
記
を
す
る
こ
と

が
法
律
上
の
義
務
に
な
り
ま

す
。
役
場
窓
口
に
も
相
談
に

来
ら
れ
る
方
も
お
り
、
法
務

局
の
相
談
窓
口
、
所
有
者
名

義
変
更
に
つ
い
て
案
内
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
②　

長
期
間
放
置
し
た
こ

と
に
よ
る
権
利
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
町
の
対
応
は
。

答　

町
長　
ま
ず
は
周
知
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
今
年

度
は
、
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
送
付
時
に
、
法
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ「
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
」を
同
封
し
ま
し
た
。
令

和
６
年
度
も
、
同
様
の
お
知

ら
せ
を
同
封
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
窓
口
に
お
い
て

も
、
固
定
資
産
所
有
者
の
死

亡
手
続
き
の
際
に
、
相
続
人

に
対
し
て
相
続
登
記
の
義
務

化
に
つ
い
て
案
内
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
今
後
は

相
談
者
も
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
懇
切
丁
寧
な

案
内
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

相
続
登
記
の
義
務
化
に
伴
い
想
定
さ
れ
る
問
題
に
対
し
て
の
対
応
対
策
は

懇
切
丁
寧
な
対
応
を 

︱ 

町
長

坂内　譲議員の
一般質問
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災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て

再
点
検
は
必
要 

︱ 

町
長

け
る
業
務
継
続
計
画
は
昨
年

策
定
い
た
し
ま
し
た
防
災
対

策
は
、
町
の
環
境
変
化
や
基

準
の
改
正
等
に
伴
い
、
計
画

や
実
施
内
容
の
見
直
し
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
各
種
災
害

を
教
訓
に
、
再
点
検
を
行
う

な
ど
し
て
、
変
化
に
応
じ
た

対
応
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
②　

職
員
向
け
の
訓
練
や

研
修
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

答　

町
長　

地
震
や
豪
雨
災

害
時
の
招
集
基
準
の
周
知
や

招
集
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
避
難
所
開
設

訓
練
や
防
災
研
修
な
ど
も
、

機
会
を
捉
え
て
行
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
③　

地
域
の
住
民
主
体
の

防
災
計
画
を
積
み
上
げ
て
最

終
的
に
町
の
防
災
計
画
が
で

き
あ
が
る
と
い
う
の
が『
町

民
が
主
人
公
の
町
政
』で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
や

っ
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
は

あ
る
か
。

答　

町
長　

昨
年
、
越
川
と

橋
立
地
区
の
防
災
計
画
を
作

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
よ

り
資
機
材
の
支
援
等
々
も
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
他
の
集
落
に
も
広
げ
て

い
く
と
い
う
考
え
で
す
。
役

場
職
員
も
非
常
に
少
な
く
な

っ
て
お
り
、何
か
ら
何
ま
で
、

行
政
で
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
防
災
対
応

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も

進
め
て
参
り
ま
す
。

問
①　

町
長
は
公
約
の
第
１

に「
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
づ
く
り
」を
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
能
登
半
島
地
震
を

教
訓
に
し
て
当
町
の
地
域
防

災
計
画
や
業
務
継
続
計
画
に

つ
い
て
早
急
に
再
点
検
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

町
の
防
災
対
策

は
、
地
域
防
災
計
画
を
始
め

と
し
て
、災
害
時
受
援
計
画
、

防
災
備
蓄
計
画
な
ど
を
策
定

し
、
防
災
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。
大
規
模
災
害
時
に
お

町外の民間業者の移動販売車による食品販売
多くの方が利用しています（中川地内）

問　

町
内
の
高
齢
化
率
は
現

在
６
割
を
超
え
、
免
許
返
納

等
で
食
料
品
な
ど
日
常
の
買

い
物
が
困
難
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る「
買
い
物
弱
者
」

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
町
で

実
施
の
宅
配
支
援
事
業
の
ほ

か
、
民
間
事
業
者
数
社
が
移

動
販
売
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
町
民
の
方
々
か
ら「
商

品
が
豊
富
な
ス
ー
パ
ー
で
、

実
際
に
商
品
を
手
に
取
っ
て

選
び
た
い
。」
と
い
う
声
を

伺
い
ま
す
。
日
常
生
活
に
お

け
る
買
い
物
支
援
体
制
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。

答　

町
長　

買
い
物
の
楽
し

み
の
一
つ
は
、
多
く
の
商
品

を
見
比
べ
な
が
ら
手
に
取
っ

て
選
ぶ
と
い
う
事
だ
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
の
宅
配
事
業

や
町
内
の
商
店
に
お
い
て
そ

れ
を
満
た
す
こ
と
は
難
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
と
し

て
は
、
町
内
商
店
の
振
興
の

た
め
、
町
外
へ
の
買
い
物
支

援
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問
②　

町
長
は「
今
よ
り
も

さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
現
在
行

っ
て
い
る
町
独
自
の
支
援
制

度
を
改
善
し
な
が
ら
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
」と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
介
護
予
防
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
買
い
物
支
援
を
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

町
長　

町
外
の
ス
ー
パ

ー
に
行
っ
て
買
い
物
を
す
る

の
に
バ
ス
を
出
す
と
い
う
事

に
つ
い
て
は
、
い
か
が
な
も

の
か
な
と
い
う
立
場
で
す
の

で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

町
外
へ
の
買
い
物
支
援
の
考
え
な
い 

︱ 

町
長

栗城康太郎議員の
一般質問
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恩
返
し
か
ら
学
ぶ
こ
と

ごあんない
〔
発
行
責
任
者
〕

議　
　

長　

五
ノ
井
義
一

〔
編
集
委
員
〕

　

委
員
長　

横
田　

正
敏

　

副
委
員
長　

安
藤　

雅
朗

　

委　
　

員　

坂
内　
　

譲

　
　

〃　
　
　

大
竹　

一
樹

　

次
回
、
金
山
町
議
会
だ
よ

り
第
２
２
６
号
は
、
８
月
上

旬
ご
ろ
発
行
の
予
定
で
す
。

令
和
6
年
度
の
幕
開
け
は
、
台
湾
東
部
花
蓮
県
を
中
心
と
し
た
大
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
で
始
ま

り
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
共
に
、
昨
年
度
か
ら
交
流
を
始
め
た
台
湾
の
方
々
の

安
否
が
気
が
か
り
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
関
係
者
全
員
の
無
事
確
認
は
、
大
き
な
安
堵
と
な

り
ま
し
た
。
金
山
町
か
ら
も
地
震
発
生
当
日
中
に
台
湾
関
係
者
へ
お
見
舞
い
の
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
た
と
伺
い
、
迅
速
な
対
応
に
今
後
の
台
湾
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
く
で
あ
ろ
う
と
確
信
が
持

て
ま
し
た
。
地
震
大
国
、
島
国
、
独
特
の
文
化
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
台
湾
と
日
本
は
、
互
い

に
ピ
ン
チ
の
際
に
は
、
今
ま
で
も
多
く
の
義
援
金
や
支
援
を
送
り
合
っ
て
き
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
で
は
台
湾
か
ら
２
５
０
億
円
以
上
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
能
登
半
島
地
震
で
も
民
間

だ
け
で
25
億
円
を
超
え
る
寄
付
が
わ
ず
か
2
週
間
で
集
ま
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
と

国
と
の
関
係
を
超
え
、
ま
る
で
親
戚
の
よ
う
な
温
か
い
繋
が
り
を
感
じ
ま
す
。
ま
さ
に「
持
ち

つ
持
た
れ
つ
」の
精
神
こ
そ
小
さ
な
島
国
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
方
法
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
潟
福
島
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
只
見
線
も
台
湾
の
方
々
か
ら
の
応
援
に
よ
っ
て
復

活
を
遂
げ
ま
し
た
。
星
賢
孝
さ
ん
は
、
台
湾
で
の
講
演
で「
只
見
線
の
再
開
通
は
正
直
諦
め
て

い
た
。
し
か
し
、
台
湾
の
方
々
が
写
真
撮
影
の
た
め
に
た
く
さ
ん
観
光
に
来
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
只
見
線
は
残
し
て
も
ら
え
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
大
き
な
力
に
な
っ
た
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

金
山
町
も
台
湾
と
日
本
の
関
係
の
よ
う
に「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」の
精
神
を
大
切
に
し
て
い
く

べ
き
だ
と
強
く
感
じ
ま
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
集
落
や
地
域
の
た

め
、
時
に
は
妥
協
し
て
譲
り
合
う
こ
と
。
そ
し
て
、
お
互
い
さ
ま
で
人
の
幸
せ
を
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
喜
べ
る
金
山
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な
。
そ
し
て
、
①
交
流
事
業
の
継
続
・
拡
大
②
情

報
発
信
の
強
化
③
経
済
交
流
の
促
進
等
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
金
山
町
と
台
湾
の
友

好
関
係
を
さ
ら
に
深
め
、
互
い
に
学
び
合
い
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
一
年
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
坂
内　

譲
）

議会を代表して祝辞を述べる五ノ井義一議長

国道２５２号水沼工区完成式
　３月２５日、金山町町民体育館において関係者
約４０名出席のもと完成式が行われました。
　２０１１年７月の新潟・福島豪雨時には、道路
が冠水するなど大きな被害に見舞われました。勾
配を緩やかにし、冠水した区間を約５ｍかさ上げ
し災害に強い道路が完成しました。皆さまも安全
な走行をお願いいたします。

次回の定例会は、６月１４日ごろ開会の予定です。
一般質問は６月１７日ごろからとなります。
「開かれた議会」を目指しておりますので、皆様お気軽に
傍聴においで下さい。
○役場１階の受付で「傍聴券」を受け取り
　４階の議場においで下さい。


